














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   ころ、高崎師範学校は明治９年８月から明治11年３月ま
では存在していたが、その後前橋に移り群馬県師範学校
となったとの回答を得た。さらに佐野は次兄長十郎と記
しているが、塚田長重郎（旧姓：小林）の名前が、昭和
35年に出された後継である群馬県立大学の同窓会誌の卒
業者名簿に掲載されていることが判明した。
11）明治19年（1886年）４月９日小学校令（第1次）の公
布により尋常小学校４年間（無償）、高等小学校４年間（授
業料徴収）が設置された。小林はこの第１次の時代に高
等小学校に入学し卒業している。
12）佐野（1985）の資料から下仁田小学校での音楽会のプロ
グラムの調査を行ったが、下仁田小学校、群馬県立図書館、
国立音楽大学附属図書館にも存在しなかった。おそらく
東京音楽学校で学ぶ学生もしくは教師が、ピアノ演奏や
独唱、ヴァイオリン演奏などを行ったものと思われる。
13）『東京音樂學校一覽　自大正五年至六年』の學則によると、
甲種師範科は満16歳以上、師範学校中学校もしくは修業
年限４カ年の高等女学校本科を卒業し当該学校長の推薦
を受けた者が入学試験を受ける資格があった。修業年限
は３カ年あった。一方、乙種師範科は、高等小学校を卒
業した者で、修業年限は１カ年であった。
14）中館は遠野市の名誉市民となっていることから、遠野市
および岩手県立図書館に調査を依頼したが、中館が名誉
市民に選ばれた経緯、来歴、上京時に関する資料は残さ
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れていないとのことであった。ただ、昭和53年に市民文
化賞を受賞しており、その時の授賞理由は、国立音楽大
学（くにたちおんがくだいがく）を設立、西洋音楽の普
及を行った、昭和52年に遠野で特別演奏会を開き、その
売上げを市教育文化財団へ寄付し、市民文化への貢献を
果たした、となっていることは判明した。
15）中館についての資料は少ないため、国立音楽大学に調査
依頼を行った。国立音楽大学校史編纂準備室より、回答
を得たものである。
16）平成24年度全日本音楽教育研究会大学部会部会大会国立
音楽大学プロジェクト研究『音楽を学ぶ大学生のキャリ
ア教育』の資料p.9.
17）『東京音樂學校一覽　自大正五年至六年』近代デジタルラ
イブラリー、国立国会図書館
18）上掲書によると、音楽教授法は第３学期１と記されてい
ることから、１、２学期は行われていなかったようである。
19）『東京音樂學校一覽　自大正六年至七年』學則第四章　學
科目及其課程　第二十條には「選科ノ學科目ハ本科ノ主
科ニ属スルモノ及筝ニ限ル　但シ同時ニ三學科目以上ヲ
併修スルコトヲ許サス」とある。専攻する科目を学ぶこ
とに特化した学科であることが読み取れる。小林が選科
に入学した大正６年には唱歌、ヴァイオリン、ピアノ、
オルガン、セロ、筝専攻の入学者が471名いる。本科65名、
研究科35名、乙種師範科18名、甲種師範科84名と比べ
てかなり多い人数である。
20）成蹊小学校90年の歩み『すもも』に、小学校が設置され
た大正4年（1915年）から今日までの教職員一覧が掲載
されている。それによると、大正8年（1919年）年度の
1年間、真篠俊雄が唱歌講師として勤務したこと、大正9
年(1920年 )から小林宗作が唱歌教員として勤務したこ
とが記されている。
21）成蹊小学校の創立当時から行われているものに凝念と心
力歌があり人格教育を象徴している。凝念は手をかさね、
左右の親指をあわせ桃の実の形をつくり黙想する。
22）岩崎は英国留学それに対して、日本は教科書の詰め込み
主義で自主的精神が足りないことを痛感し、官庁の制約
を受けない理想的な教育のできる学校設立を考えていた
ようである。（http://www.seikei.ac.jp/gakuen./struct/
history/reimeiki.html）
23）東京フィルハーモニー会については、東京音楽大学ホー
ムページ大学概要に次のように掲載されている。東京音
楽大学の前身である東洋音楽学校は明治40年に設立され、
翌年には管弦楽部を設け、明治43年に英国大使夫妻、岩
崎小弥太夫妻の後援を得て、ロンドンのロイヤル・フィ
ルハーモニーにならい、東京フィルハーモニー会が設立
された。このオーケストラは山田耕筰に引き継がれ、新
交響楽団、現在のNHK交響楽団へと発展し、クラシック
音楽の普及に大きく貢献した。三菱グループのホームペ
ージによると、英国大使を誘ったのは岩崎のようである。
24）成蹊学園史料館には、子どもの唱歌に関する「子供の唱
歌の今と昔（１）（２）」『母と子』、音楽の歴史に関する「音
樂の歴史」『子鳩』の論考、作曲した《鯉幟の歌》などが
残されている。
25）尋常小学校一年生のこと
26）野辺地瓜丸は、 昭和前期から中期にその名を残す伝説的
ピアニスト。フランス奏法を戦前の楽壇にいち早く紹介
し繊細で可憐なタッチ、美しいピアニッシモで多くのフ
ァンを魅了した。後に勝久と改名する。　
27）井上園子は昭和前期のピアニスト。11歳でモーツァルト
ピアノ協奏曲第23番を独奏した。国際ピアノコンクール
に日本人として最初にエントリーした。父は眼科医。
28）『東京音樂學校一覽　自大正四年至五年』學則第六章　入學、
休學、退學　第廿九條には、「本校ニ入學セントスル者ハ
第一號及第二號書式ニ據り入學願書ニ履歴書及戸籍謄本
ヲ添へ差出スヘシ」とある。その他、入学を許可する者
には、品行善良ということも求められていた。
29）小原國芳は成城小学校主事、のちに玉川大学を創立し第
３代学長となる。日本基督教団のクリスチャンであった。
詳細は『小原國芳全集』を参照されたい。
30）沢柳先生とは沢柳政太郎（以下沢柳）のことである。沢
柳は文部官僚時代に小学令を改正し修業年限４年間から
現在の修業年限６年間の課程に改正したり、旧制高等学
校を増設したりしている。東北帝国大学初代総長、京都
帝国大学総長などを歴任後、陸軍士官学校の予備校であ
った成城学校の校長に就任。新教育の実験校として大正
６年４月成城小学校を創立した。小原國芳は沢柳に見出
され成城学園の運営を任されることとなった。
31）新渡戸稲造は当時、国際連盟事務局に勤務しており、欧
米の事情を把握するには、新渡戸を訪ね教えを乞うこと
が良いと小林は考えたのかもしれない。詳細は板野晴子
教育者としての小林宗作の成長の過程 （45）
2011「小林宗作によるリトミック移入と新渡戸稲造によ
る示唆」『ダルクローズ音楽教育研究』Vol.36．を参照さ
れたい。
32）『総合リヅム教育概論』の補足で小林は次のように述べて
いる。「力の解放―ダルクローヅ氏のリヅム體操に就いて
は、肉體運動に當つて筋肉の力の解放といふことが完全
に行はれてゐないのである。（中略）理論として又基本練
習として一應は訓練されるのであるが、私が見たところ
では、ダルクローヅ先生自身に於いても、リトミツク學
校教授及上級生徒の實際を見ても、不徹底であると思わ
れる」（pp.195-196）。さらに、社交ダンスは狂的悦境を
さまようのに、表情遊戯、律動遊戯、體育ダンスもそれ
がない。リトミツクにもそれがなかった。ところがボー
デー氏の表現體操は一目見て全興味が集中されたこと、
音階練習についてもジェグルジュ式という新しい研究が
ダルクローヅ式に勝る幾多の美点があること、ピアノ即
奏法は、表現においてタイプライティングであると思う
と記している（pp.196-198）。
33）大正９年から昭和８年にかけて成城学園では、学園職員
による研究論文や実践記録を収録した『教育問題研究・
全人』を発刊している。その内容には学園便りが含まれ
る号もある。
34）早坂の父親早坂哲郎が、明治21年創立間もない宮城女学
校の数学と修身の教師として赴任しており、姉たちも宮
城女学校出身ということで宮城学院については、思い入
れが強かったように思われる。学院長という役職の依頼
があり、父親の足跡をたどることも含めて、相当の覚悟
で赴任したようである。
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